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防
衛
大
学
校
学
生
等
募
集

　
募
集
種
目　

①
防
衛
大
学
校
学
生

（
一
般
）【
第
一
次
試
験
＝　

月
１１

　

・　

日
、
第
二
次
試
験
＝　

月

１０

１１

１２

　

～　

日
】
②
防
衛
医
科
大
学
校

１１

１４

学
生
【
第
一
次
試
験
＝　

月
３
・

１１

４
日
、
第
二
次
試
験
＝　

月
５
～

１２

７
日
】
③
看
護
学
生
【
第
一
次
試

験
＝　

月　

日
、
第
二
次
試
験
＝

１０

１４

　

月　

・　

日
】

１１

１７

１８

受
付
期
間　

９
月　

日
（
金
）
ま
で

２８

問
合
せ　

自
衛
隊
鳥
取
地
方
協
力

本
部　

米
子
地
域
事
務
所
（
電
話

０
８
５
９
‐　

‐
２
４
４
０
）

３３

無
料
調
停
相
談
会

　　

米
子
地
区
調
停
協
会
で
は
、
民

事
・
家
事
調
停
委
員
に
よ
る
無
料

調
停
相
談
を
次
の
と
お
り
開
き
ま

す
。
お
金
や
土
地
・
建
物
の
ト
ラ

ブ
ル
、
夫
婦
間
の
問
題
や
遺
産
相

続
な
ど
の
家
庭
内
で
の
も
め
ご
と

に
つ
い
て
、
調
停
委
員
が
相
談
に

応
じ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

日
時　

９
月　

日
（
水
）
午
前　

２６

１０

時
～
午
後
３
時

場
所　

米
子
市
公
会
堂
（
米
子
市

角
盤
町
２
‐　

）
お
よ
び
境
公
民

６１

館
（
境
港
市
湊
町
１
）

問
合
せ　

鳥
取
地
方
裁
判
所
米
子

支
部
庶
務
課
（
電
話
０
８
５
９
‐

　

‐
２
２
０
５
）

２２司
法
書
士
無
料
法
律
相
談

　　

県
司
法
書
士
会
で
は
、
無
料
法

律
相
談
を
次
の
と
お
り
開
き
ま
す
。

多
重
債
務
で
お
困
り
の
方
や
、
相

続
、
登
記
な
ど
の
相
談
な
ど
、
幅

広
く
受
け
付
け
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　
　

月
１
日
（
月
）
午
前　

１０

１０

時
～
午
後
４
時

場
所　

米
子
市
文
化
ホ
ー
ル

相
談
内
容　

簡
易
裁
判
所
訴
訟

代
理
、
裁
判
外
の
和
解
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
・
サ
ラ
金
な
ど
に
よ
る
多

重
債
務
、
相
続
・
売
買
な
ど
の
不

動
産
登
記
、
会
社
設
立
・
役
員
変

更
な
ど
の
商
業
登
記
、
高
齢
者
の

財
産
管
理
、
成
年
後
見
な
ど
司
法

書
士
の
業
務
に
関
す
る
相
談
。

問
合
せ　

県
司
法
書
士
会
（
電
話

０
８
５
７
‐　

‐
７
０
１
３
）

２４

▼
議
案　

平
成　

年
度
日
野
町
一

１９

般
会
計
予
算
補
正
予
算
書
の
提
出

に
つ
い
て
＝
９
月
に
開
か
れ
る
定

例
議
会
に
提
出
す
る
今
年
度
予
算

の
補
正
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

　

主
な
も
の
と
し
て
、
町
公
民
館

の
空
調
設
備
や
給
食
セ
ン
タ
ー
の

食
器
洗
浄
機
の
修
理
費
等
を
計
上

し
ま
し
た
。

▼
協
議
＝
①
町
民
生
委
員
推
薦
会

委
員
に
緒
形
尚
子
氏
と
鳥
居
敏
子

氏
を
、
町
表
彰
審
議
会
委
員
に
山

本
武
史
氏
を
教
育
委
員
の
中
か
ら

推
薦
す
る
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。

②
学
校
教
育
法
等
の
改
正
、
地
方

教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関

す
る
法
律
の
改
正
、
教
育
職
員
免

許
法
及
び
教
育
公
務
員
特
例
法
の

改
正
に
つ
い
て
協
議
し
、
平
成　
２０

年
４
月
１
日
の
施
行
に
向
け
て
、

県
の
指
導
や
他
町
と
の
調
整
、
内

容
の
検
討
を
十
分
し
な
が
ら
準
備

を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

③
既
存
の
学
校
を
存
続
し
た
ま
ま

で
、
小
・
中
学
校
が
連
携
し
て
９

年
間
の
一
貫
教
育
を
行
う
、
小
・

中
一
貫
教
育
校
を
開
設
し
た
三
鷹

市
の
活
動
を
学
習
し
ま
し
た
。

■
教
育
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

第
９
回
町
教
育
委
員
会
開
催

町子ども育成会議からの提案
 

　７月２５日、第４回会議を開き、中学校
教育をテーマに協議されました。
　日野中学校の現況について説明を受け、
昔と今を比較し、現代の特長や課題につ
いて話し合われました。
　学力低下、家庭学習の不足が叫ばれる
折、時代にあった指導力の必要性などの
意見が出され、このような激動する社会
の変化における中学校教育が担う役割は
重要との意見が多くありました。
　今、満ち足りた中で暮らす生徒を問題
視する声もある中、学校・家庭・地域の連
携が必要との提言をいただきました。
　家庭で手伝いをさせたり、地域の催し
物に積極的に参加させることにより、子
どもに役割を与えましょう。
　子どもと会話したり、あいさつを交わ
すことで自尊心を育て、経験を積み重ね
て社会生活を立派に過ごせる大人に、地
域みんなの手で育んでいきましょう。

と　き　１０月２０日（土）・２１日（日）
ところ　町役場前広場、山村開発センター、町文化センター
　　　　　　まちの特産品などが当たるお楽しみ抽選会（２１日）
　　　　　　もあります。ぜひお出かけください。

問合せ　役場総務企画課内　実行委員会事務局（電話７２‐０３３１）

内　容
▼展示部門＝陶芸、写真、書道、絵
画など、各文化団体の作品を展示
▼即売部門＝まちの特産品の即売
やバザーなど▼芸能部門＝吹奏楽、
コーラス、大正琴、演劇などの舞
台発表
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今
回
は
、
日
野
病
院
に
お
け
る

看
護
師
不
足
の
現
状
を
2
回
に
分

け
て
お
話
し
し
ま
す
。

１
．
鳥
取
県
内
の
病
院
と
の
比
較

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
そ
の
他
の
公

表
さ
れ
て
い
る
資
料
で
、
一
般
病

床
数
が
全
病
床
数
の　

㌫
以
上
で

９０

あ
る
鳥
取
県
内
の
病
院
の
看
護
師

数
（
准
看
護
師
を
含
む
）
を
調
べ
、

そ
の
結
果
を
図
１
に
示
し
ま
し
た
。

看
護
配
置
が　

：
１
の
病
院
で
の

１０

比
較
で
は
、
日
野
病
院
の
１
０
０

床
あ
た
り
の
看
護
師
数
は
１
つ
の

病
院
（　
 

・
８
）
と
は
同
じ
程
度

No

で
し
た
が
、
そ
の
他
の
病
院
と
比

較
す
る
と
明
ら
か
に
少
な
い
傾
向

で
し
た
。

２
．
日
野
病
院
組
合
の
看
護
師
数

の
推
移

　

図
２
に
最
近
の
看
護
師
数
の
推

移
を
示
し
ま
し
た
。
総
数
は
昨
年

４
月
が　

人
と
ピ
ー
ク
で
、
そ
の

７３

後
次
第
に
減
少
し
今
年
７
月
で　
６６

人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

部
署
別
に
見
ま
す
と
、
日
野
病

院
組
合
が
指
定
管
理
者
と
な
っ
た

た
め
、
昨
年
7
月
（
実
際
に
は
６

月
）
か
ら
新
た
に
江
府
町
介
護
老

人
保
健
施
設
あ
や
め
に
８
人
を
配

置
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
昨
年
４
月
に
は　

人
で

６７

あ
っ
た
日
野
病
院
の
看
護
師
数

（
在
宅
介
護
支
援
事
業
所
を
除

く
）
は
今
年
７
月
に
は　

人
に

５４

な
っ
て
い
ま
す
。

　

図
３
は
看
護
師
の
新
規
採
用
者

数
と
退
職
者
数
を
示
し
た
も
の
で

す
。
平
成　

年
度
に
は
退
職
者
は

１７

２
人
（
う
ち
定
年
退
職
１
人
）
で

し
た
が
、
昨
年
度
は　

人
の
退
職

１０

者
（
全
て
中
途
退
職
者
）
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
れ
に
対
し
、
新
規
採

用
者
は
昨
年
５
月
以
降
３
人
に
と

ど
ま
り
ま
し
た
。
以
上
の
よ
う
に
、

中
途
退
職
者
の
増
加
、
少
な
い
新

規
採
用
者
さ
ら
に
は
あ
や
め
へ
の

配
置
換
え
が
、
日
野
病
院
組
合
、

中
で
も
日
野
病
院
看
護
師
数
の
大

幅
な
減
少
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

病
院
長
の
ひ
と
り
ご
と 

　
　
　
　
　
　
　

―
看
護
師
不
足
に
つ
い
て
② 
―

日野病院長　櫃田　豊

■採用試験　▼日時：１０月１０日（水）午前９時～　▼場所：日野病院（野田３３２）

　　　　　　▼内容：作文試験および面接試験

■受験申込　９月２８日（金）までに、受験申込用紙を日野病院組合事務局総務課まで提出してください。

　　　　　　申込用紙は、日野病院事務局で受け取るか、または下記まで電話で請求してください。

■問合せ　　日野病院組合事務局総務課（電話７２‐０３５１）

日野病院組合では、次の職員 (正職員 )を募集しています。
勤務地

募集
人員

受験資格
採用予定日職　種 介護老健施設あやめ

（江府町武庫４７５）
日野病院

（野田３３２)条件等年齢等

○○１人作業療法士免許所持者
昭和５１年４月２日
以降に生まれた人

平成２０年１月１日
作業療法士

○○１人
作業療法士免許所持者または
来春までに取得見込みの人

昭和５２年４月２日
以降に生まれた人

平成２０年４月１日

○○１人言語聴覚士免許所持者
昭和４６年４月２日
以降に生まれた人

平成２０年１月１日
言語聴覚士

○１人
社会福祉士、看護師免許取得者
または実務経験者を優遇します

昭和５１年４月２日
以降に生まれた人

メディカルソーシャルワーカー


